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1．研究背景

3

全日本トラック協会「トラック運送業界の景況感」より

労働力不足と感じる企業の割合
1．研究背景

4

国土交通省「自動車輸送統計年報」より

積載効率の推移



1．研究背景
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貨物輸送におけるCO2排出割合

国立環境研究所「日本国温室効果ガ
スインベントリ報告書（NIR)」より

少子高齢化などの社会変化に対応した「強い物流」をつくるために
閣議決定された物流の生産性向上に向けた取り組み

１．研究背景
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〈繋がる〉
［１］サプライチェーン全体
の効率化・価値創造に資する
とともにそれ自体が高い付加
価値を生み出す物流への改革

～競争から共創へ～

〈見える〉

［２］物流の透明化・効率化
とそれを通じた働き方改革の

実現

〈支える〉
［３］ストック効果発現等のインフ
ラの機能強化による効率的な物流の

実現
～ハードインフラ・ソフトインフラ
一体となった社会インフラとしての

機能向上～

〈育てる〉

［６］人材の確保・育成
+

物流への理解を深めるための
国民への啓発活動等

〈革命的に変化する〉
［５］新技術（IoT,BD,AI

等）の活用による ”物流革命”
+ 

物流分野での新技術を活用し
た新規産業の創出

〈備える〉

［４］災害等のリスク・地球
環境問題に対応するサステイ

ナブルな物流の構築

総合物流施策大綱の6つの視点

国土交通省「総合物流施策大綱
(2017年度~2020年度)」より

2．研究目的
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各輸送協業化の成功事例から、特徴を整理し各
タイプがどのような輸送形態に適し、どのよう

な問題の解決につながるのかを検討する。

政府は輸送協業化を推進しているものの、
輸送協業化のタイプによってどのような特徴を

持つのかが整理されていない。

輸送協業化はトラックドライバー不足や
環境汚染など物流業界が抱える諸問題の対策

として期待されている。

3-1．各タイプの基本的特徴
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　　　　　　　　　輸送タイプ
　情報項目

混載 中継輸送 帰り便の活用

協業会社との輸送方向 同方向 逆方向 逆方向

納品元から納品先までの距離 198.0km 413.9km 209.8km
納品業者数 複数 2 2
納品量 小口 大口 大口

協業会社との関係 同業他社 異業種 異業種

環境負荷 〇 〇 〇

採算性 〇 × 〇

協業会社との連携強度 大 中 中

主な目的
輸送コストの低下
積載率の向上
環境負荷の低減

労働環境の改善
労働力不足の緩和
環境負荷の低減

輸送コストの低下
積載率の向上
環境負荷の低減

※各タイプ20の事例から特徴を抽出



3-2．KPI試算 KPIとは
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・Key Performance Indicator(重要業績
評価指標)の略
・トラック輸送におけるKPIは「実働
率」「時間当たりの実車率」「距離当た
りの実車率」「積載率」の４つ

・各タイプごとに事例をもとに輸送モデ
ルと輸送条件を作り、各KPIの値を求め
る。その後、輸送条件を変化させたとき
のKPIの変化を分析する。

3-2．KPI試算 KPIの定式化
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実働率＝トラックの実働日数/実在日数

時間当たりの実車率
＝荷物を積んで走行した時間/総走行時間

距離当たりの実車率
＝荷物を積んで走行した距離/総走行距離

平均積載率＝Σ(距離×積載率)/距離

3-2. KPI試算 輸送モデルと輸送条件
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3-2．KPI試算 混載
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3-2．KPI試算 混載
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輸送条件と時間当たりの実車率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2．KPI試算 混載
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輸送条件と平均積載率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2. KPI試算 輸送モデルと輸送条件
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3-2．KPI試算 中継輸送
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3-2．KPI試算 中継輸送
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輸送条件と時間当たりの実車率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2．KPI試算 中継輸送
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輸送条件と距離当たりの実車率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2．KPI試算 中継輸送
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輸送条件と平均積載率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2. KPI試算 輸送モデルと輸送条件
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3-2．KPI試算 帰り便の活用
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3-2．KPI試算 帰り便の活用
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輸送条件と時間当たりの実車率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2．KPI試算 帰り便の活用

23

輸送条件と距離当たりの実車率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。

3-2．KPI試算 帰り便の活用
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輸送条件と平均積載率の関係

※3つの輸送条件をそれぞれ
60%～140％変化させたと
きのKPIの変化を求めた。



4．まとめ 混載
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混載は協力会社間に強い連携を必要としており、
低い積載率の輸送を高めることで効率性の高い輸

送を実現している。
特に、納品元から納品先がより長いときに、より

効率性の高い輸送を実現できる。

メーカーや生産者などが小売店に商品を輸送する
際などの多頻度で小口な輸送に混載を用いること
で輸送効率を高め、積載率の低下や環境負荷と

いった問題を改善すると考えられる。

4．まとめ 中継輸送
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300kmを超えるような長距離輸送に対して有効であり、空
荷での輸送を減らし、走行距離を短くすることで効率性の

高い輸送を実現している。
特に、納品元から納品先までの距離がより長く、協力会社
との拠点距離がより短いときに、より効率性の高い輸送を

実現できる。

輸送距離が300kmを超えるような長距離輸送に中継輸送を
用いることで日帰り輸送を可能にするとともに輸送効率を
高め、労働環境の悪化や、労働力不足、環境負荷といった

問題を解決すると考えられる。

4．まとめ 帰り便の活用
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空荷となる帰りの輸送に他社の貨物を載せること
で効率性の高い輸送を実現している。

特に、納品元から納品先までの距離がより長く、
協力会社との拠点距離がより短いときに、より効

率性の高い輸送を実現できる。

距離にこだわらず帰りの貨物が空荷の場合に帰り
便の活用を用いることで輸送効率を高め、積載率
の低下や環境負荷といった問題を改善すると考え

られる。
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ご清聴ありがとうございました
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